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（参考）平成 20 年度の使用団体の活動状況 

平成 20 年度コミュニティビジネス等導入プロポーザルで選定された団体の活動状況は下記のとおりです。 

１． 特定非営利活動法人 西淀川子どもセンター（御幣島住宅 3号棟 101 室） 

《活動内容》 

●子ども相談室「ぽ

ぴんず」 

・ 子ども相談室「ぽぴんず」を開設し、子ども自身が自分のことや、友だち、

家族のことを気軽に安心して話せる場を提供（友人関係・いじめ・虐待・家

族のことなど） 

●子どもサポータ

クラブ「よっしゃ」 

・ 地域で子どもを支える人材の確保と養成（子どもサポータクラブ「よっしゃ」）

・ ワークショップや講演会、学習会等の実施 

  

活動状況等 ・子ども相談室「ぽぴんず」は週２回開設。また、電話相談は随時受け付けてお

り、相談者のところへ出向くこともある。 

・ＣＡＰ（こどもへの暴力防止プログラム）ワークショップ（こども対象と大人

対象がある）を、月に 10 回程度開催 

・会報誌を作成し、会員等に配布 

・市営住宅の清掃（月１回）に参加 

・本団体が主催となって、地域交流のためのバザーを開催（場所：御幣島住宅 3

号棟中庭、共催：子ども会・民生委員） 

・地域交流事業として高齢者等を対象にネイルケアサロン（月１回）を実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

住戸の活用状況 ・３DK の間取りの各戸を、個別相談室、プレイルーム（絵本等）、事務室、会議

室として活用 

・利用者に分かりやすいよう、横断幕やのぼりをベランダに設置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ベランダ及び室内の活用状況 

団地敷地内でのバザーの開催 
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２．特定非営利活動法人 JUMP（日之出第３住宅 1 号棟 105 室） 

 

《活動内容》 

●井戸端サロン事業 多様な世代や主体が出会う井戸端サロン「現代の茶室」を運営 

●大学サテライト研究室事業 大学研究室による団地実態調査の拠点として活用 

●コミュニティビジネス検討

事業 

コミュニティビジネスの事業化に向けた検討を実施 

 

活動状況等 ・ＮＰＯとして行っていた子どもサポートの取組から活動の幅を広げ、様々なコミ

ュニティビジネスの事業化を検討 

・現在の主な活動 

①大学研究室の調査拠点としての活用 

②住戸改修の検討 

③地域課題の検討（ゴミ問題や集会所の利用方法など） 

④コミュニティビジネスの事業化の検討 

・団地の清掃活動への参加などを通じて、団地住民との相互理解を深め、顔の見え

る関係を築いている。 

・地域で行われた祭りに参加。学生と協力して屋台をつくり、カレーライスを販売。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

住戸の活用状況 ・住戸は主に打合せ拠点や大学研究室と連携した調査の拠点として活用 

・現在、元の間取りのままで活用。今後は、人々が集えるよう、住戸改修等を実施

する予定。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 室内の状況（地域課題の検討会） 

地域の祭りへの参加 
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３．社団法人 大阪市シルバー人材センター（高殿西住宅 1 号棟 110 室） 

 

《活動内容》 

●子ども一時預かり「すくす

くのびのび」 

・ 市民生活に密着した子育て支援サービスを提供するため、子ども一

時預かり「すくすくのびのび」を運営。 

           ・住戸内の間仕切り壁等を撤去し、１室で活用 

住戸の活用状況 ・一部を畳敷きにし、残りはクッションフロアーにして、子どもの安全性・快適性を 

確保 

・横断幕を作成し、利用者に分かりやすいようにベランダや玄関部分に設置 

・スタッフが折り紙などを使って手作りで内装の飾りつけを実施 

・防犯のために、玄関のインターホンにカメラを設置 

 

 

 

 

 

 

 

 

     案内（ドア及びベランダ部分） 

 

活動状況等 ・満１歳児から７歳児までの子どもを対象に、子ども一時預かりを実施している。

利用日は、平日の午前 9 時 30 分から午後 5 時までとしている。 

・利用登録をしている子どもとその親を対象に、季節毎の催し事・イベントを実施。

・団地内の公園の除草作業を実施 

・地域の高齢者の方々と子どもたちの交流の場づくりを検討 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

室内の状況 

 


